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本論文は、科学論文の査読作業を支援する技術を開発することを目標として、科学論文にお
ける先行研究の引用目的の分類とデータベース化を行い、計算機科学分野の国際会議論文を対
象として、先行研究の引用目的と論文の品質および査読スコアの関係を検証するものである。
第1章は、科学論文の査読作業を支援する技術の必要性と現状、および先行研究の適切な引
用が査読結果に対して及ぼす影響について概観した。第2章は、科学論文における先行研究の
引用目的を分類する体系を提案した。この体系は、5種類の大分類と21種類の小分類からなる
2 段階の体系である。作業者によるアノテーション実験では、大分類レベルで 0.85、小分類レ
ベルで0.71という十分に高い一致度が得られた。第3章では、提案した体系に基づき、Actiw

Le砥ni鴫を適用して大規模データセットを半自動的に構築した。構築したデータセットは、計
算機科学分野の国際会議論文を対象として 1,840,815 事例からなり、引用目的に関するデータ
セットとして最大規模のデータセットである。第4章では、第3 章のデータセットから学習し
た引用目的分類モデルを用いて抽出した特徴量に基づく機械学習モデルにより、計算機科学分
野の国際会議論文を対象として、論文の品質、採択結果および査読スコアを推定する方法を提
案した。第5章では、 C0ⅥD-19 に関して発表された論文を対象として引用目的データセットを
作成し、計算機科学分野との違いを明らかにした。第6章では、本論文の限界について言及し
た上で、本論文を総括して今後の展望を述べている。
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近年、国際会議や雑誌に投稿される論文の増加にともなって、査読者に対する負担が急増し

ており、査読システムの継続性が問題となっている。その解決策として、3つの方向が検討さ
れている。第Uよ、〆切の分散化など査読システムの調整によって、査読者の負担を軽減する
方向である。第2の方向は、査読者の負担を軽減する技林珀勺な手段の提供である。第3の方向は、
査読を必、要としない科学研究体制の構築である。現状では、第1の方向は既に実践例があるが、
第2の方向の実践例は存在しない。本論文は、第2の方向で査読者の負担を軽減することを目標
として、先行研究の引用目的の分類とデータベース化を行い、先行研究の引用目的と論文の品
質および査読スコアの関係を検証するものである。
第2章では、科学論文における先行研究の引用目的を分類する体系を提案している。この体
系は、トップダウンなアプローチとボトムアップなアプローチを併用して、既存の体系よりも

広い分里予の論文を考慮している点が新しい。第3章では、AdivoL0釘ni鴫を利用して大規模な
引用目的データセットを半自動的に構築する方法を提案している。提案手法は、非常に大規模
なデータセットを比較的低コストに実現している点に意義がある。第4章は、第3章のデータセ
ツトから学習した引用目的分類モデルを用いて抽出した特徴量に基づいて、論文の品質、採択
結果および査読スニアを推定する方法を提案している。この方法は、査読者の負担を軽減する
という目標を考慮して、査読スコアや査読コメントを参照していない点が既存研究とは異な
る。加えて、第5章では、 C0ⅥD-19に関する科学論文を対象とするデータセットの構築を通じ
て、本論文の提案手法が、計算機科学分野以外にも適用できることを示している。また、2つの
データセットの比較を通じて、計算機科学分野の論文では、先行研究ど性能面で比較している
引用の存在が、論文の品質や採択結果の推定にあたって重要であることを示している。
本論文は、2つの明らかな限界を持つ。第1に、論文の品質や採択結果、査読スコアの推定結
果に関する根拠の説明が不十分である。第2 に、他の研究分野に対しても同様に適用できるか
不明である。このような限界は存在するものの、引用目的の分類体系の提案、大規模な引用目

的テータセットの構築方法、および引用目的に基づいて論文の品質を推定する方法を見出して
いることから、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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